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以
前
、
「
大
朝
『
臨
終
詩
』
論
考
」
T
）
及
び
「
臨
終
辞
の
成
立
と
そ
 
 

の
展
開
－
南
北
朝
期
か
ら
南
宋
末
期
ま
で
－
」
（
2
）
と
い
う
拙
論
で
、
臨
 
 

終
詩
の
成
立
と
そ
の
展
開
の
様
相
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
 
 

で
最
古
の
作
品
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
は
孔
融
（
一
五
三
－
二
〇
八
）
 
の
 
 

「
臨
終
詩
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
先
行
す
る
、
前
漠
の
哀
帝
に
仕
え
た
息
夫
 
 

窮
の
「
絶
命
辞
」
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
。
 
 
 

こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
楊
光
治
編
注
『
歴
代
絶
命
辞
選
析
』
 
（
百
花
 
 

文
芸
出
版
社
、
一
九
九
六
）
は
、
先
泰
時
期
か
ら
清
未
に
至
る
、
死
に
臨
 
 

ん
で
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
七
十
六
人
の
「
臨
終
詩
」
と
「
絶
命
儲
」
を
収
 
 

録
し
て
い
る
。
こ
の
書
物
は
「
選
析
」
と
題
し
て
い
る
よ
う
に
、
死
を
目
 
 

前
に
し
て
の
作
品
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
大
朝
期
の
仏
僧
の
 
 

手
に
な
る
作
品
な
ど
は
収
録
し
な
い
。
し
か
し
拙
論
で
は
取
り
上
げ
な
 
 

か
っ
た
先
妻
時
期
の
作
品
と
し
て
、
『
詩
経
」
王
風
・
大
事
と
衛
侯
の
女
 
 

の
「
絶
命
歌
」
（
3
）
の
二
篇
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
の
二
篇
に
着
目
し
て
 
 

「
絶
命
歌
」
の
成
立
を
め
ぐ
つ
て
 
 み

た
い
。
 
 

二
 
 
 

ま
ず
、
「
大
草
」
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
こ
の
作
品
が
収
録
さ
れ
る
 
 

の
は
、
そ
の
第
三
辛
が
、
劉
向
の
 
『
列
女
伝
』
巻
四
、
息
君
夫
人
の
条
に
 
 

引
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
第
三
章
は
次
の
よ
 
 

う
に
詠
じ
ら
れ
る
。
 
 
 

穀
則
異
室
 
穀
き
て
は
則
ち
室
を
異
に
す
る
も
 
 

ー
は
か
あ
な
 
 
 

死
別
同
穴
 
死
し
て
は
則
ち
穴
を
同
じ
う
せ
ん
 
 

わ
九
 
 
 

謂
予
不
信
 
予
を
膚
な
ら
ず
と
請
わ
ば
 
 
 

有
如
搬
日
 
緻
日
の
如
き
有
り
 
 
 

息
国
厄
、
今
の
河
南
省
息
県
の
西
膚
、
推
水
の
北
岸
に
あ
っ
た
小
国
で
 
 

あ
り
」
紀
元
前
六
人
〇
年
に
楚
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。
痢
女
伝
』
は
次
の
よ
 
 

う
に
言
っ
て
い
る
。
 
 
 

夫
人
者
、
息
君
之
夫
人
也
。
楚
伐
息
、
破
之
。
虜
其
君
、
使
守
門
。
 
 
 

将
妻
其
夫
人
、
而
納
之
於
宮
。
楚
玉
出
遊
、
夫
人
遂
出
見
息
君
、
請
之
 
 

後
 
 

秋  

正  
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日
、
人
生
要
一
死
而
巳
、
何
重
自
苦
。
妾
無
須
央
而
忘
君
也
、
終
不
以
 
 
 

身
吏
武
離
。
生
離
於
地
上
、
豊
如
死
帰
於
地
下
哉
。
乃
作
詩
日
、
…
…
。
 
 
 

息
君
止
之
、
夫
人
不
聴
、
遂
自
殺
。
息
君
亦
自
殺
、
同
日
倶
死
。
 
 

夫
人
は
、
息
君
の
夫
人
な
り
。
楚
 
息
を
伐
ち
、
之
を
破
る
。
其
の
 
 
 

君
を
虜
に
し
て
、
門
を
守
ら
し
む
。
 
将
に
其
の
夫
人
を
妻
に
し
て
、
 
 
 

之
を
宮
に
納
れ
ん
と
す
。
楚
王
 
出
遊
し
、
夫
人
 
遂
に
出
で
て
息
君
 
 

ま
 
 
 

に
見
え
、
之
に
謂
い
て
日
く
、
人
生
は
一
死
を
要
つ
の
み
、
何
ぞ
自
ら
 
 
 

苦
し
む
に
至
る
。
妾
 
須
央
も
君
を
忘
る
る
こ
と
無
を
な
り
、
終
に
身
 
 

ふ
 

を
以
て
更
に
離
を
せ
ず
。
生
き
て
地
上
を
離
る
る
は
、
豊
に
死
し
 
 

し
 
 
 

て
地
下
に
帰
す
る
に
如
か
ん
や
。
乃
ち
詩
を
作
り
て
日
く
…
…
。
息
君
 
 

と
と
 
 
 

之
を
止
む
る
も
、
夫
人
 
聴
か
ず
、
遂
に
自
殺
す
。
息
君
も
亦
自
殺
し
、
 
 
 

同
日
に
倶
に
死
す
。
 
 
 

劉
向
は
こ
れ
に
続
け
て
、
「
夫
義
動
君
子
、
利
動
小
人
、
息
君
夫
人
不
 
 

為
利
動
臭
。
」
 
（
夫
れ
義
は
君
子
を
動
か
し
、
利
は
小
人
を
動
か
す
も
、
息
 
 

君
夫
人
は
利
の
為
に
動
か
ず
。
）
 
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
息
夫
人
が
節
 
 

義
を
守
っ
た
こ
と
か
ら
教
訓
を
引
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
 
 

吉
川
幸
次
郎
『
詩
経
国
風
 
下
』
（
岩
波
中
国
詩
人
選
集
二
、
一
九
五
人
）
 
 

が
「
大
草
」
に
つ
い
て
、
「
お
き
て
に
そ
む
い
た
結
婚
を
し
よ
う
と
す
る
 
 

男
女
が
、
取
締
ま
り
の
官
吏
を
こ
わ
が
る
歌
。
栄
子
は
現
在
の
事
態
と
し
、
 
 

古
注
は
、
過
去
に
は
そ
う
し
た
風
儀
正
し
い
時
代
も
あ
っ
た
と
、
追
憶
す
 
 

る
歌
と
す
る
。
L
と
述
べ
た
あ
と
、
「
な
お
全
く
別
の
説
と
し
て
」
と
断
っ
 
 

て
『
列
女
伝
』
 
に
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
特
定
の
人
物
の
作
品
と
す
る
 
 

に
は
疑
問
が
多
い
（
4
）
。
 
 

三
 
 
 

そ
れ
で
は
衛
侯
の
女
の
「
絶
命
歌
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
 
 

の
歌
の
成
立
の
事
情
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。
ま
ず
、
『
琴
操
』
巻
上
（
平
 
 

津
館
叢
書
本
）
 
の
「
思
帰
引
L
の
粂
を
引
こ
う
（
5
）
。
 
 
 

思
帰
引
者
、
衛
女
之
所
作
也
。
衛
侯
有
賢
女
。
部
王
聞
其
賢
、
而
請
 
 
 

蒋
之
。
未
至
而
王
蓑
。
太
子
日
、
吾
開
斉
桓
公
得
衛
姫
而
覇
。
今
衛
女
 
 
 

賢
、
欲
留
。
大
夫
日
、
不
可
。
若
女
賢
必
不
我
聴
、
若
聴
必
不
賢
。
不
 
 
 

可
取
也
。
太
子
遂
留
之
。
果
不
聴
。
拘
於
深
宮
、
思
帰
不
得
。
心
悲
憂
 
 
 

傷
、
遂
援
琴
而
作
歌
日
、
「
洞
洞
泉
水
、
流
反
於
洪
今
、
有
懐
於
衛
、
 
 
 

靡
日
不
思
、
執
節
不
移
今
行
不
詭
随
、
吹
珂
何
事
今
経
験
雷
」
。
曲
終
 
 
 

綻
而
死
。
 
 
 

思
帰
引
は
、
衛
の
女
の
作
る
所
な
り
。
衛
侯
に
賢
女
有
り
。
彿
王
 
 

め
と
 
 
 

其
の
賢
な
る
を
開
き
て
、
之
を
蒋
ら
ん
こ
と
を
請
う
。
未
だ
至
ら
ず
し
 
 
 

て
王
乗
ず
。
太
子
日
く
、
吾
聞
く
斉
の
桓
公
は
衛
姫
を
得
て
覇
た
り
。
 
 
 

今
 
衛
女
は
賢
な
り
、
留
め
ん
と
欲
す
と
。
大
夫
日
く
、
不
可
な
り
。
 
 

ゆ
る
 
 
 

若
し
女
賢
な
ら
ば
必
ず
我
を
聴
さ
ず
、
若
し
聴
さ
ば
必
ず
賢
な
ら
ず
。
 
 
 

取
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
と
。
太
子
 
遂
に
之
を
留
む
。
果
た
し
て
聴
さ
 
 

と
ち
 
 
 

ず
。
深
宮
に
拘
わ
れ
、
帰
る
を
思
う
も
得
ず
。
心
は
悲
し
み
て
憂
傷
し
、
 
 
 

遂
に
琴
を
援
り
て
歌
を
作
り
て
日
く
、
 
 

洞
洞
泉
水
 
 

流
反
於
洪
今
 
 

有
懐
於
衛
 
 

靡
日
不
思
 
 

洞
洞
た
る
泉
水
 
 

流
れ
て
洪
に
反
る
 
 

お
も
 
 

衛
を
懐
う
こ
と
有
り
て
 
 
々
 
 

日
と
し
て
思
わ
ざ
る
靡
し
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「
泉
水
」
の
小
序
は
、
 
 
 

泉
水
、
衛
女
思
帰
也
。
嫁
於
諸
侯
、
父
母
終
。
思
帰
寧
而
不
得
、
故
 
 
 

作
是
詩
以
自
見
也
。
 
 

し
 
 

泉
水
は
、
衛
の
女
 
帰
る
を
思
う
な
り
。
諸
侯
に
嫁
し
て
、
父
母
終
 
 
 

す
。
帰
寧
せ
ん
こ
と
せ
思
う
も
得
ず
、
故
に
是
の
詩
を
作
り
て
以
て
自
 
 

し
め
 
 
 

ら
見
す
な
り
。
 
 

と
説
明
す
る
。
衝
か
ら
他
国
に
嫁
し
た
女
性
が
、
父
母
の
死
を
機
会
に
里
 
 

帰
り
を
望
ん
だ
も
の
の
か
な
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
 
 

る
、
と
み
な
す
の
で
あ
る
。
『
琴
操
L
と
は
、
衛
の
女
性
が
主
人
公
で
あ
 
 

る
点
は
共
通
す
る
が
、
背
景
は
か
な
り
異
か
つ
て
い
る
。
。
「
詭
随
」
は
、
 
 

み
だ
り
に
人
に
し
た
が
う
こ
と
。
『
詩
経
一
大
雅
・
民
労
に
、
 
 

ゆ
ち
 
 
 

い
つ
わ
 
 
 

無
縦
詭
随
 
詭
り
随
う
を
縦
す
無
か
れ
 
 
 

以
謹
無
良
 
以
て
無
良
を
謹
め
 
 

執
節
不
移
今
行
不
詭
随
 
節
を
執
り
て
移
ら
ず
行
い
て
詭
随
せ
ず
 
 

モ
わ
ぎ
わ
い
か
か
 
 
 

つ
み
 
 
 

吹
珂
何
事
今
離
欺
昔
 
吹
珂
何
の
革
あ
り
て
か
飲
の
沓
に
経
る
 
 

と
。
曲
終
わ
り
て
経
れ
て
死
す
。
 
 
 

こ
こ
で
、
歌
中
の
語
句
に
つ
い
て
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。
歌
の
前
半
部
 
 

は
 
『
詩
経
』
郷
風
・
泉
水
の
第
一
章
と
ほ
ほ
同
じ
も
の
で
あ
る
。
 
 

蕗
彼
泉
水
 
 

亦
流
干
洪
 
 

有
懐
干
衛
 
 

靡
日
不
忠
 
 

嬰
彼
諸
姫
 
 

聯
与
之
諜
 
 簸

た
る
彼
の
泉
水
は
 
 

亦
，
漢
に
流
る
 
 

衛
を
懐
う
こ
と
有
り
て
 
 

日
と
し
て
思
わ
ざ
る
靡
し
 
 

撃
た
る
彼
の
諸
姫
と
 
 

と
・
も
 
 

研
か
与
に
謀
ら
ん
 
 

と
あ
る
。
「
吹
珂
」
は
、
志
を
得
な
い
こ
と
。
娼
珂
は
、
挟
間
と
同
じ
。
¶
楚
 
 

辞
』
七
諌
・
怨
世
に
、
 
 

†
で
 
 
 

年
既
己
過
太
半
今
 
年
 
既
巳
に
太
半
を
過
ぎ
 
 

し
か
 
 
 

然
越
河
而
留
滞
 
 
然
も
娼
罰
し
て
留
滞
す
 
 

と
言
う
。
 
 

苑
要
録
』
（
且
を
出
典
と
し
て
収
録
さ
れ
る
。
 
 

あ
り
、
第
六
句
が
変
形
さ
れ
て
増
補
さ
れ
、
 
 

漣
欽
立
輯
校
『
先
秦
漠
貌
晋
南
北
朝
詩
』
漢
詩
巻
十
一
は
、
琴
曲
歌
辞
 
 

を
収
録
し
て
お
り
、
『
琴
操
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
 
 
 

琴
操
、
後
漠
察
邑
撰
集
。
以
平
津
館
本
為
最
善
。
…
…
又
今
本
琴
操
 
 
 

間
有
後
人
所
増
。
如
息
帰
引
一
歌
、
西
晋
初
尚
末
流
伝
。
牧
石
崇
序
、
 
 
 

此
曲
有
絃
無
歌
。
今
此
歌
辞
明
為
後
人
所
作
。
隋
志
云
、
琴
操
三
巻
、
 
 
 

晋
広
陵
相
孔
街
撰
。
拠
此
、
旧
本
琴
操
累
経
増
添
可
知
也
。
 
 
 

琴
操
は
、
後
漢
の
葬
亀
の
撰
集
。
平
津
館
本
を
以
て
最
善
と
為
す
。
 
 
 

…
…
又
 
今
本
琴
操
は
開
に
後
人
の
増
す
所
有
り
。
思
帰
引
の
一
歌
の
 
 
 

如
き
は
、
西
晋
の
初
め
尚
お
未
だ
流
伝
せ
ず
。
故
に
石
崇
の
序
に
、
此
 
 
 

渦
洞
泉
水
 
 

流
及
干
洪
今
 
 

有
懐
干
衛
 
 

靡
日
不
思
 
 

執
節
不
移
今
行
不
蟹
 
 

砕
封
何
事
今
稚
灰
昔
 
 

嵯
乎
何
事
今
離
蕨
沓
 
 

こ
の
歌
は
、
明
・
鳩
惟
納
揆
『
古
詩
帰
』
巻
四
、
 
 

洞
洞
た
る
泉
水
 
 

流
れ
て
凛
に
及
ぶ
 
 

衛
を
懐
う
こ
と
有
り
て
 
 

日
と
し
て
思
わ
ざ
る
靡
し
 
や
ぶ
 
 

節
を
執
り
て
移
ら
ず
行
い
て
璧
ら
ず
 
 

つ
ふ
 
 

於
珂
 
何
の
事
あ
り
て
か
飲
の
昔
に
経
る
 
 

あ
あ
 
 

嵯
乎
 
何
の
事
あ
り
て
か
飲
の
昔
に
経
る
 
 

た
だ
し
、
若
干
の
異
同
が
 
 

一
句
多
く
な
っ
て
い
る
。
 
 

古
逸
の
項
に
も
『
琴
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の
曲
 
絃
有
る
も
歌
無
し
と
。
今
の
此
の
歌
辞
は
明
ら
か
に
後
人
の
作
 
 
 

る
所
為
り
。
隋
志
に
云
う
、
琴
操
三
巻
」
晋
の
広
陵
の
相
孔
街
琴
7
）
 
 

l
し
■
書
 
 
 

と
。
此
れ
に
拠
れ
ば
、
旧
本
琴
操
の
累
り
に
増
添
を
経
し
こ
と
知
る
べ
 
 
 

き
な
り
。
 
 
 

ま
た
同
書
は
、
『
古
詩
帰
』
と
同
じ
く
『
琴
苑
要
録
』
を
出
典
と
し
て
「
息
 
 

帰
引
」
を
載
せ
、
次
の
よ
う
な
案
語
を
付
し
て
い
る
。
 
 
 

晋
石
崇
思
帰
引
序
日
、
崇
少
有
大
志
、
晩
節
更
楽
放
逸
、
困
覧
楽
篇
 
 
 

有
思
帰
引
、
古
曲
有
絃
無
歌
。
乃
作
楽
辞
云
云
。
又
琴
操
此
引
亦
有
序
 
 
 

無
歌
。
拠
此
本
篇
顕
係
後
人
依
託
。
 
 

わ
か
 
 
晋
の
石
崇
の
思
帰
引
の
序
に
日
う
、
崇
 
少
く
し
て
大
志
有
り
、
晩
 
 
 

節
に
は
更
に
放
逸
を
楽
し
み
、
因
り
て
楽
篇
を
覧
る
に
思
帰
引
有
り
、
 
 
 

古
曲
に
は
絃
有
り
て
歌
無
し
。
乃
ち
楽
辞
を
作
る
云
云
と
。
又
 
琴
操
 
 

あ
さ
 
 
の
此
の
引
に
は
亦
 
序
有
り
て
歌
無
し
。
此
れ
に
拠
れ
ば
本
篇
は
顕
ら
 
 
 

か
に
後
人
の
依
託
に
係
る
。
 
 
 

こ
こ
に
言
う
石
崇
（
二
四
九
－
三
〇
〇
）
の
「
思
帰
引
序
」
は
、
『
文
選
』
 
 

巻
四
十
五
に
見
え
る
。
こ
の
序
の
制
作
動
機
に
係
わ
る
部
分
と
「
思
帰
引
」
 
 

（
『
芸
文
類
衆
』
巻
些
「
楽
部
二
、
∵
楽
府
。
『
楽
府
詩
集
』
巻
五
入
）
を
 
 

引
い
て
お
こ
う
。
 
 
 

余
少
有
大
志
、
李
邁
流
俗
。
弱
冠
登
朝
、
歴
位
二
十
五
年
。
五
十
以
 
 
 

事
去
官
。
晩
節
更
楽
放
逸
、
篤
好
林
薮
、
．
遂
肥
遁
於
河
陽
別
業
。
…
…
 
 
 

欺
復
見
牽
帝
、
婆
婆
於
九
列
。
困
於
人
間
煩
琴
常
思
帰
而
永
歎
。
尋
 
 
 

覧
楽
篇
、
有
思
帰
引
。
儀
古
人
之
情
、
有
岡
於
今
。
故
制
此
曲
。
此
曲
 
 
 

有
絃
無
歌
。
今
為
作
歌
辞
、
以
述
余
憤
。
恨
時
無
知
音
者
、
令
造
新
声
 
 
 

而
播
於
糸
竹
也
。
 
 

思
帰
引
 
 

帰
河
陽
 
 

仮
余
異
 
 

鴻
鶴
高
飛
翔
 
 

経
菅
阜
 
 

済
河
梁
 
 

望
我
旧
館
心
悦
康
 
 

清
渠
激
 
 

魚
彷
捏
 
 

雁
驚
涯
波
群
相
将
 
 

終
日
周
覧
楽
無
方
 
 

登
雲
間
 
 

列
姫
姜
 
 

附
糸
竹
 
 

叩
宮
商
 
 

わ
こ
と
お
ぎ
か
 
 
余
 
少
く
し
て
大
志
有
り
、
．
寄
り
て
流
俗
に
邁
る
。
弱
冠
に
し
て
 
 

朝
に
登
り
、
位
を
磨
る
こ
と
二
十
五
年
。
五
十
に
し
て
事
を
以
て
官
を
 
 

去
る
。
晩
節
に
は
更
に
放
逸
を
楽
し
み
、
篤
く
林
薮
を
好
み
．
、
遂
に
河
 
 

た
も
一
ま
 
陽
の
別
業
に
肥
遁
す
．
。
㌧
…
欺
ち
復
た
牽
寄
せ
ら
れ
、
九
列
に
婆
婆
 
 

く
る
 
 

た
り
。
人
間
の
煩
類
に
困
し
み
、
常
に
帰
ら
ん
こ
と
を
思
い
て
永
歎
す
。
 
っ
も
 
 

尋
い
で
楽
篇
を
覧
る
に
、
思
帰
引
有
り
。
健
し
く
は
古
人
の
情
、
今
に
 
 

つ
く
 
 

同
じ
き
有
り
。
故
に
此
の
曲
を
制
れ
る
か
。
此
の
曲
に
は
絃
有
り
て
歌
 
 

無
し
。
今
 
為
に
歌
辞
を
作
り
、
以
て
余
の
懐
い
を
述
ぶ
。
恨
む
ら
く
 
 

は
ど
こ
 
は
時
に
知
音
の
者
の
、
新
声
を
造
り
て
糸
竹
に
播
さ
し
む
る
無
き
を
。
 
 

雲
間
に
登
り
 
 

つ
ら
 
 

姫
妻
を
列
ぬ
 
 

う
 
 

糸
竹
を
拘
ち
 
 

富
商
を
叩
く
 
 
 

雁
は
驚
き
波
を
源
．
り
て
群
れ
て
相
い
将
い
 
く
ら
 
 

終
日
 
周
覧
し
て
楽
し
み
は
方
ぶ
る
無
し
 
 

思
帰
引
 
 

河
陽
に
帰
ら
ん
 
 

余
が
異
を
仮
り
て
 
 

鴻
鶴
は
高
く
飛
翔
す
 
 

へ
 
 

菅
阜
を
経
 
わ
た
 
 

河
梁
を
済
り
 
 

我
が
旧
館
を
望
み
て
心
は
悦
康
す
 
 

清
渠
は
激
し
 
 

魚
は
彷
復
す
 
 
さ
か
の
ば
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婁
華
池
 
 

華
他
に
婁
し
 
 
 

玉
腸
を
酌
む
 
 
 

酌
玉
腸
 
 

こ
の
作
品
は
、
序
の
内
容
と
対
応
し
て
、
官
職
の
束
縛
か
ら
脱
し
て
河
 
 

陽
・
金
谷
（
河
南
省
洛
陽
市
の
東
北
）
 
の
別
荘
に
帰
り
た
い
と
い
う
願
望
 
 

を
詠
じ
て
い
る
。
こ
の
「
思
帰
引
序
」
に
つ
い
て
、
李
善
注
は
『
琴
操
』
 
 

を
引
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
 
 
 

琴
操
1
思
帰
着
衛
女
之
所
作
也
。
欲
帰
不
得
。
心
悲
憂
傷
、
援
琴
両
 
 
 

歌
、
作
思
帰
引
。
 
 

琴
操
に
、
思
帰
は
衛
の
女
の
作
る
所
な
り
と
。
帰
ら
ん
と
欲
し
て
得
 
 
 

ず
。
心
は
悲
し
み
て
憂
傷
し
、
琴
を
援
り
て
歌
い
、
思
帰
引
を
作
る
。
 
 
 

李
善
の
見
た
『
琴
操
一
に
、
「
思
帰
引
」
の
古
辞
と
さ
れ
る
作
品
が
載
っ
 
 

て
い
た
か
ど
う
か
、
こ
の
記
述
の
か
ぎ
り
で
は
定
か
で
は
な
い
が
、
退
欽
 
 

立
の
指
摘
の
と
お
り
、
石
崇
が
「
思
帰
引
序
」
．
を
書
き
、
「
思
帰
引
」
の
 
 

歌
辞
を
作
っ
た
西
晋
時
期
に
は
、
「
思
帰
引
」
 
の
古
辞
は
伝
わ
っ
．
て
い
な
 
 

か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、
梁
の
劉
孝
威
（
？
－
五
四
人
）
 
に
 
 

も
「
思
帰
篇
」
（
『
芸
文
類
衆
』
巻
四
二
、
楽
部
二
、
楽
府
。
『
楽
府
詩
集
』
 
 

巻
五
人
）
 
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
漠
代
の
故
事
に
借
り
な
が
ら
、
「
胡
地
」
 
 

に
遠
征
し
た
兵
士
の
、
危
急
を
救
お
う
と
す
る
活
躍
ぶ
り
と
そ
の
帰
郷
の
 
 

思
い
が
か
な
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
詠
ず
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
 
 

胡
地
憑
良
馬
 
 

懐
騎
負
漠
恩
 
 

甘
泉
蜂
火
入
 
 

回
申
官
主
烙
 
 

錦
革
労
遠
駕
 
 胡

地
・
良
馬
に
憑
る
 
 

騎
を
懐
き
て
漠
恩
を
負
う
 
 

甘
泉
 
蜂
火
入
り
 
 

や
 
 

回
中
 
宮
重
煩
か
る
 
 

錦
車
 
遠
駕
を
労
し
 
 

五
十
八
が
、
『
楽
府
解
題
』
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
 
 
 

一
作
離
拘
操
。
琴
操
日
、
…
…
ヾ
晋
石
崇
思
帰
引
序
日
、
‥
÷
・
。
但
思
 
 
 

帰
河
陽
別
業
、
与
琴
操
異
也
。
楽
府
解
題
日
、
若
梁
劉
孝
威
朝
地
憑
良
馬
、
 
 

備
青
息
帰
之
情
而
己
。
接
謝
希
逸
琴
論
日
、
箕
子
作
離
拘
操
。
不
言
衛
 
 
 

女
作
、
未
知
執
是
。
 
 
 

一
に
離
拘
操
に
作
る
。
琴
操
に
日
く
、
∴
…
‥
。
晋
の
石
崇
の
息
帰
引
 
 
 

の
序
に
日
く
、
・
∵
‥
ト
と
。
但
だ
河
陽
の
別
業
に
帰
ら
ん
こ
と
を
思
う
は
、
 
 
 

琴
操
と
異
な
る
な
り
。
楽
府
解
題
に
日
く
、
梁
の
劉
孝
威
の
朝
地
良
馬
 
 
 

に
憑
る
の
若
き
は
、
備
さ
に
思
帰
の
情
を
言
う
の
み
。
按
ず
る
に
謝
希
 
 
 

逸
の
琴
論
（
且
に
日
く
、
箕
子
は
離
拘
操
を
作
る
と
。
衛
女
の
作
と
青
 
 

い
†
 
 

わ
ず
、
未
だ
執
れ
か
是
な
る
を
知
ら
ず
。
 
 

四
 
 

こ
う
し
て
み
る
と
西
晋
時
期
ば
か
け
で
な
く
、
薬
代
に
も
「
思
帰
引
」
 
 

繍
衣
疲
居
奔
 
 

式
師
巳
喪
律
 
 

都
尉
亦
錆
魂
 
 

龍
堆
求
緩
急
 
 

孤
塞
請
先
屯
 
 

擾
下
厳
双
駿
 
 

腰
辺
帯
両
雄
 
 

乗
崎
無
期
限
 
 

思
帰
安
可
書
 
 

こ
の
劉
孝
威
の
 
 

ー
i
し
 
 

繍
衣
 
摩
し
ば
奔
る
に
疲
る
 
 

式
師
 
巳
に
律
を
寒
い
 
 

都
尉
も
亦
た
舘
魂
す
 
 

た
†
 
 

龍
堆
 
緩
け
を
求
む
る
こ
と
急
に
 
 

孤
塞
 
先
に
屯
せ
ん
こ
と
を
請
う
 
 

い
■
●
し
 
 

桂
下
に
双
駿
を
厳
め
 
 

腰
辺
に
両
横
を
帯
ぶ
 
 

み
ね
 
 

将
に
乗
じ
て
期
限
無
し
・
 
 

帰
る
を
思
う
も
安
く
ん
ぞ
言
う
べ
け
ん
 
 

「
思
帰
篇
」
．
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
楽
府
詩
集
』
巻
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の
成
立
に
ま
つ
わ
る
逸
話
は
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
古
辞
と
さ
れ
る
 
 

作
品
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
も
し
く
は
制
作
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
 
 

る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。
従
っ
て
、
現
在
見
得
る
作
品
は
六
朝
以
降
、
『
琴
 
 

操
h
が
増
補
さ
れ
て
い
く
期
間
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
言
っ
て
良
い
の
で
 
 

は
な
か
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
あ
ま
り
注
意
さ
れ
な
い
が
、
元
稜
 
（
七
七
 
 

九
－
八
三
こ
が
、
憲
宗
の
元
和
十
二
年
（
八
一
七
）
に
書
い
た
「
楽
府
 
 

古
蔑
序
」
（
『
元
氏
長
慶
集
し
巻
二
三
）
は
、
次
の
よ
う
に
「
思
帰
引
」
に
 
 

言
及
し
て
い
る
。
 
 

劉
補
閉
云
、
楽
府
肇
於
漠
魂
。
掠
仲
尼
学
文
王
操
、
…
…
衛
女
作
思
 
 
 

帰
引
、
則
不
於
漠
貌
而
後
始
亦
以
明
臭
。
 
は
じ
 
 

劉
補
閲
す
〓
亨
っ
、
楽
府
は
漠
魂
に
肇
ま
る
と
。
按
ず
る
に
伸
尼
は
 
 
 

文
王
操
を
学
び
、
…
…
衛
女
は
思
帰
引
を
作
る
、
則
ち
漠
貌
に
於
い
て
 
 
 

せ
ず
し
て
後
に
始
ま
る
こ
と
亦
以
て
明
ら
か
な
り
。
 
 

史
成
編
『
仝
唐
詩
索
引
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
）
に
よ
れ
ば
、
 
 

「
思
帰
引
」
と
遺
す
る
作
品
は
四
篇
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
張
祓
（
？
 
 

－
 八
三
〇
？
）
 
の
作
品
を
見
よ
う
。
こ
の
作
品
は
『
楽
府
詩
集
』
巻
五
十
 
 

八
に
も
収
録
さ
れ
る
。
 
 

重
重
作
問
清
且
鏑
 
 

両
耳
深
声
長
不
徹
 
 

深
宮
坐
愁
百
年
身
 
 

一
片
玉
中
生
憤
血
 
 

焦
桐
罷
弾
練
自
絶
 
 

漠
漠
暗
魂
愁
夜
月
 
 か

け
が
あ
 
重
量
 
開
を
作
り
清
ら
か
に
し
て
且
つ
錦
あ
り
 
 

と
こ
し
え
と
ど
 
 

両
耳
 
深
声
長
に
微
か
ず
 
 

モ
ぞ
 
 

深
宮
 
坐
ろ
に
愁
う
百
年
の
身
 
 

一
片
の
玉
中
 
慣
血
を
生
じ
 
 

焦
桐
 
弾
く
を
罷
め
て
耕
 
自
ず
か
ら
絶
ゆ
 
 

漠
漠
た
る
暗
魂
 
夜
月
に
愁
う
 
 

は
か
あ
丘
 
 
 

故
郷
不
帰
誰
共
穴
 
故
郷
 
帰
ら
ず
ん
ば
誰
と
穴
を
共
に
せ
ん
 
 

ん
－
 
 
 

石
上
作
蒲
蒲
九
節
 
石
上
 
蒲
蒲
の
九
節
を
作
せ
 
 
 

「
九
節
蒲
」
は
、
漠
の
武
帝
が
高
山
で
得
た
と
い
う
九
つ
の
節
の
あ
る
 
 

仙
草
の
名
。
菖
蒲
の
一
種
。
ま
た
、
衰
洪
『
抱
朴
子
』
仙
薬
巻
十
一
に
、
 
 
 

菖
蒲
生
須
得
石
上
、
一
寸
九
節
巳
上
、
紫
花
者
尤
善
也
。
 
 
 

菖
蒲
 
生
ず
れ
ば
須
く
石
上
に
得
べ
し
、
一
寸
九
節
巳
上
、
紫
花
な
 
 
 

る
者
 
尤
も
書
き
な
り
。
 
 

と
言
う
。
末
句
は
、
仙
薬
を
待
て
、
故
郷
に
帰
る
日
の
来
る
ま
で
長
寿
を
 
 

保
ち
た
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
作
品
に
は
『
琴
操
』
に
見
ら
れ
た
 
 

背
景
、
つ
ま
り
深
宮
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
不
幸
な
女
性
の
悲
哀
が
う
か
が
 
 

わ
れ
る
が
、
死
を
目
前
に
し
た
緊
迫
感
は
見
ら
れ
な
い
。
次
に
引
く
干
浪
 
 

「
潜
替
」
は
、
心
変
わ
り
し
て
冷
淡
に
す
る
さ
ま
で
あ
ろ
う
。
「
十
二
門
」
 
 

は
、
宮
城
の
周
囲
に
あ
る
十
二
の
門
。
章
荘
（
八
三
六
－
九
〇
八
）
 
の
作
 
 

品
も
、
旅
に
あ
る
者
の
望
郷
の
念
を
言
う
も
の
で
あ
っ
て
、
『
琴
操
』
の
 
 
 

（
八
三
二
－
？
）
 
 

べ
ら
れ
て
い
て
、
 
 
 

不
耕
南
畝
田
 
 
 

為
愛
東
堂
桂
 
 
 

身
同
樹
上
花
 
 

一
落
又
経
歳
 
 
 

交
親
日
相
薄
 
 
 

知
己
恩
潜
替
 
 
 

日
開
十
二
門
 
 
 

自
是
無
帰
計
 
 の

作
品
（
空
に
は
、
自
身
の
不
遇
感
と
望
郷
の
念
が
述
 
 

『
琴
操
』
 
の
逸
話
と
は
ま
っ
た
く
関
係
し
な
い
。
 
 

南
畝
の
田
を
耕
さ
ず
 
 

為
に
東
堂
の
桂
を
愛
す
 
 

身
は
樹
上
の
花
に
同
じ
く
 
 

一
た
び
落
ち
て
又
 
歳
を
経
た
り
 
 

か
ろ
 
 

交
親
は
日
び
に
相
い
薄
ん
じ
 
 

ひ
モ
 

†
た
 
 

知
己
は
恩
 
清
か
に
替
る
 
 

日
び
に
開
く
十
二
門
 
 

自
ず
か
ら
是
れ
帰
計
無
し
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逸
話
と
は
関
係
が
な
い
。
 
 
 

越
鳥
南
翔
雁
北
飛
 
越
鳥
は
南
に
翔
り
雁
は
北
に
飛
ぶ
 
 

こ
こ
 
 
 

両
郷
掌
路
各
言
帰
 
南
郷
の
要
路
 
各
お
の
言
に
帰
る
 
 
 

如
何
我
是
諷
諷
者
 
如
何
せ
ん
我
は
是
れ
諷
諷
た
る
者
 
 
 

独
向
江
東
恋
釣
磯
 
独
り
江
頭
に
向
っ
て
釣
磯
を
恋
う
 
 
 

手
渡
と
幸
荘
は
、
「
思
帰
引
」
の
選
名
を
用
い
る
と
き
に
、
『
琴
操
』
所
 
 

載
の
故
事
の
存
在
を
ま
っ
た
く
意
識
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
と
は
別
に
、
劉
南
錫
（
七
七
二
－
八
四
二
）
 
に
は
「
間
道
士
弾
 
 

思
帰
引
」
と
遺
す
る
七
絶
が
あ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
る
（
1
1
）
。
 
 

畢
娩
園
『
劉
轟
錫
集
箋
謹
』
 
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
）
 
は
、
 
 

こ
の
詩
に
つ
い
て
、
 
 

按
、
此
詩
有
越
声
長
苦
己
三
年
之
旬
、
当
是
元
和
三
年
在
朗
州
作
。
 
 
 

投
ず
る
に
、
此
の
辞
に
越
声
 
長
に
苦
し
む
こ
と
巳
に
三
年
の
旬
有
 
 
 

り
、
当
に
是
れ
元
和
三
年
（
八
〇
八
）
朗
州
（
湖
南
省
常
徳
市
）
 
に
在
 
 
 

り
し
と
き
の
作
な
る
べ
し
。
 
 

と
言
う
。
連
州
（
広
東
省
連
県
）
へ
左
遷
さ
れ
る
途
次
に
任
地
を
改
め
ら
れ
、
 
 

朗
州
司
馬
と
し
て
左
遷
さ
れ
て
い
た
劉
南
錫
は
、
「
思
帰
引
」
を
耳
に
し
 
 

て
さ
ら
に
望
郷
の
思
い
を
か
き
た
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 

五
 
 
 

仙
翁
一
奏
思
帰
引
 
 

逐
客
初
開
自
弦
然
 
 

莫
怪
股
勤
悲
此
曲
 
 

連
声
長
苦
巳
三
年
 
 

仙
翁
 
丁
え
に
思
帰
引
を
奏
で
 
 

逐
客
 
初
め
て
聞
き
て
自
ず
か
ら
弦
然
た
り
 
 

怪
し
む
莫
か
れ
股
勤
に
此
の
曲
を
悲
し
む
を
 
 

つ
ね
 
 

越
声
 
長
に
苦
し
む
こ
と
巳
に
三
年
 
 

さ
て
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
、
『
選
析
』
が
「
絶
命
歌
」
と
題
 
 

す
る
の
は
根
拠
が
不
明
で
あ
り
、
あ
え
て
収
録
す
る
に
し
て
も
、
せ
め
て
 
 

「
息
帰
引
」
と
遺
す
る
の
が
適
切
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
作
 
 

品
も
少
な
く
と
も
梁
代
ま
で
は
そ
の
存
在
が
認
め
ら
れ
な
い
。
唐
代
の
同
 
 

題
の
作
品
を
残
し
て
い
る
詩
人
に
お
い
て
も
、
晩
唐
の
張
砧
の
作
品
に
は
 
 

官
女
の
憂
愁
を
詠
ず
る
と
い
う
点
で
わ
ず
か
に
『
琴
操
』
 
の
投
影
が
見
ら
 
 

れ
た
が
、
彼
の
作
品
と
て
も
、
死
を
前
に
し
た
緊
迫
感
と
は
無
縁
の
も
の
 
 

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
『
選
析
』
が
、
「
絶
命
歌
」
と
し
て
引
く
作
品
は
、
 
 

先
述
し
た
よ
う
に
、
『
琴
操
』
が
増
補
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
何
者
か
 
 

が
『
詩
経
』
と
結
び
つ
け
て
創
作
し
た
作
品
で
あ
る
と
み
な
し
て
よ
か
ろ
 
 

う
。
何
よ
り
も
郭
茂
構
の
『
楽
府
詩
集
』
が
こ
れ
を
収
録
し
な
い
こ
と
が
、
 
 

そ
の
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
作
品
は
、
 
 

あ
る
い
は
臆
断
に
す
ぎ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
宋
代
、
『
楽
府
詩
集
』
 
の
 
 

編
纂
以
後
に
創
作
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

（
一
九
九
九
二
二
・
九
）
 
 

注
 
 

1
 
「
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
」
一
部
A
 
三
〇
巻
二
号
。
 
 

2
 
『
鎌
田
正
博
士
人
十
寿
記
念
漢
文
学
論
集
』
大
修
館
書
店
、
一
九
九
 
 

一
。
そ
の
後
、
注
1
の
拙
稿
と
と
も
に
、
拙
著
『
中
国
中
世
の
哀
傷
文
 
 
 

学
』
研
文
出
版
、
一
九
九
人
に
収
録
。
 
 

3
 
『
歴
代
絶
命
詩
選
析
』
 
（
以
下
、
『
選
析
』
と
略
称
す
る
）
は
、
出
 
 
 

典
を
記
さ
な
い
。
 
 

4
 
王
維
に
は
、
二
〇
歳
の
時
の
作
で
あ
る
、
次
の
よ
う
な
五
経
「
息
夫
 
 
 －35－  



ま
た
、
こ
の
文
章
は
「
太
平
御
覧
』
巻
五
七
人
に
も
、
『
楽
府
解
邁
』
 
 

を
出
典
と
し
て
次
の
よ
う
に
引
か
れ
て
お
り
、
一
部
異
同
が
あ
る
。
 
 

思
帰
引
。
衛
有
賢
女
。
勤
王
問
其
賢
詩
碑
之
。
未
至
而
王
募
。
太
子
日
、
 
 

吾
聞
斉
桓
得
衛
姫
覇
。
今
衛
女
賢
者
、
欲
留
之
。
大
夫
日
、
不
可
。
若
 
 

賢
必
不
我
聴
、
・
聴
亦
不
賢
。
不
足
取
。
太
子
不
聴
、
遂
留
拘
深
宮
。
思
 
 

り
上
げ
た
こ
と
を
、
息
夫
人
の
、
節
を
屈
し
て
ま
で
楚
王
に
は
仕
え
ま
 
 

い
と
す
る
決
意
を
借
り
て
風
刺
す
る
作
品
と
さ
れ
る
。
王
維
に
と
っ
て
 
 

「
大
草
」
は
『
列
女
伝
』
と
結
び
づ
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
文
章
は
、
『
風
雅
逸
篇
』
巻
二
所
載
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
 
 

ら
な
い
が
、
歌
辞
に
は
次
の
よ
う
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
。
 
 

中
は
「
息
鵜
怨
」
 
 

∴
莫
以
今
時
寵
 
 
 

能
忘
旧
日
恩
 
 
 

看
花
満
眼
疾
 
 
 

不
共
楚
王
言
 
 

人
」
（
『
河
岳
英
霊
集
』
巻
上
は
「
息
夫
人
怨
」
に
、
『
国
秀
集
」
巻
 
 

陳
鉄
民
『
王
維
集
校
注
』
 
（
中
華
書
局
、
 
 

こ
の
作
品
は
、
容
宗
の
子
の
寧
王
事
憲
が
 
 

渦
滑
洪
水
 
 

流
干
洪
今
 
 

有
懐
干
衛
 
 

靡
日
不
思
 
 

執
節
不
移
今
行
不
詭
随
 
 

吹
珂
何
事
今
維
廠
茨
 
 

に
作
る
）
 
が
あ
る
。
 
 

今
時
の
寵
を
以
て
 
 

能
く
旧
日
の
恩
を
忘
る
る
莫
か
ら
ん
や
 
 

花
を
看
て
満
眼
に
疾
し
 
 

楚
王
と
共
に
は
言
わ
ず
 
 

洞
洞
た
る
泉
水
 
 

流
れ
て
洪
に
及
ぶ
 
 

衛
を
懐
う
こ
と
有
り
て
 
 

日
と
し
て
思
わ
ざ
る
靡
し
 
 

節
を
執
り
て
移
ら
ず
行
い
て
詭
随
せ
ず
 
 

吹
珂
 
何
の
事
あ
り
て
か
飲
の
茨
に
経
る
 
 

一
九
九
七
）
 
に
よ
れ
ば
、
 
 

「
餅
」
を
売
る
者
の
妻
を
取
 
 

6
 
 

1
0
 
 

1
 
 

1
 
 

9
 
 

0
0
 
 

7
 
 

帰
不
得
帰
、
援
琴
而
歌
、
曲
終
白
線
而
死
。
 
 
 

『
琴
苑
要
録
』
に
つ
い
て
は
未
詳
。
な
お
、
『
古
詩
紀
』
は
注
4
に
 
 

引
い
た
歌
も
併
せ
て
載
せ
る
。
 
 
 

孔
街
（
二
大
八
－
三
二
〇
）
．
、
字
は
野
元
は
、
孔
子
二
二
世
の
孫
。
 
 

「
晋
書
』
 
巻
九
二
 
儒
林
伝
に
、
「
凡
所
撰
述
、
百
余
万
言
。
」
 
（
凡
 
 

て
撰
述
す
る
所
、
百
余
万
言
。
）
と
言
う
。
 
 
 

王
昆
吾
『
隋
唐
五
代
燕
楽
雑
言
歌
辞
研
究
㌣
（
中
華
書
局
、
一
九
九
 
 

六
）
は
、
こ
の
『
琴
論
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
亭
っ
。
 
 
 

『
楽
府
詩
集
』
引
文
云
謝
希
逸
撰
。
『
宋
史
・
芸
文
志
㌔
 
『
中
興
 
 

書
目
』
著
録
。
『
楽
府
詩
集
』
以
前
、
未
見
著
録
与
徴
引
、
応
是
唐
五
 
 

代
人
所
撰
（
参
劉
大
傑
「
再
訣
胡
茄
十
人
拍
」
、
「
文
学
評
論
」
一
九
五
 
 

九
年
四
期
）
。
 
 

劉
禰
問
は
、
劉
鰊
の
こ
と
。
右
補
間
、
集
賢
殿
学
士
と
な
り
、
『
楽
 
 

府
古
題
解
』
一
巻
を
著
し
た
 
（
『
旧
唐
書
』
巻
一
〇
二
）
っ
 
 
 

『
仝
唐
詩
』
は
、
「
一
に
羅
隠
詩
に
作
る
」
と
言
う
。
 
 
 

こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
増
田
清
秀
『
楽
府
の
歴
史
的
研
究
』
 
（
創
文
 
 

社
、
一
九
七
五
）
第
十
四
章
 
隋
唐
に
お
け
る
古
曲
の
演
奏
、
三
大
九
 
 

貢
は
」
 
「
盛
唐
及
び
そ
れ
以
後
に
弾
奏
さ
れ
て
い
た
も
の
に
、
『
風
入
 
 

松
』
 
『
易
永
』
 
『
思
帰
引
』
 
『
三
傑
∵
『
清
湘
送
神
曲
』
 
が
あ
り
、
…
 
 

…
劉
萬
錫
の
『
間
道
士
弾
思
帰
引
』
…
…
の
詩
が
証
明
し
て
い
る
。
」
 
 

と
指
摘
す
る
。
た
だ
し
、
当
時
「
思
帰
引
」
が
演
奏
さ
れ
て
い
た
こ
と
 
 

は
事
実
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
容
は
、
望
郷
の
念
を
か
き
た
て
る
も
の
 
 

で
あ
っ
た
と
い
う
以
外
、
不
明
で
あ
る
と
し
か
言
い
よ
ケ
が
な
い
。
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